






























































































































































































































































































に利あらず。■【現代語訳】肥叔は次のように云う 兆象（卜兆の形狀）が「仰首出趾」であるのを「闢」 （兆名）と言う。この場合 卜者に災いは無い。この場合、故郷に帰ろうとする 、他の地域に行くはめになる。季曽は次のように云う。兆象が「頫首納趾」であるのを「陥」 （兆名）と言う。この場合、家に居れば災いは無い。病気にかかった場合、他 地域に行くはめに る。
剗郡公は次のように云う。兆象が「仰首出趾」で「屯不困










奪」 （不明）であり、周国に吝（凶ほどでない悪いこと）が起こり、かつそれが絶え間 く続く。「三末」が「食墨」であり、色がはっきりしない場合、我ら周の子孫が 百邦を滅ぼすことになる。国家の大事を卜問した場合も凶である。
軍冥杢亼公が上記の場合を占断して次のように云う。国家を卜














簡３「沾」…李零氏の説に従い、 「沾」は「占」もしくは「廛」の通假と考える。 『漢 古音手冊』に拠って三字の上古音を示せば
（注
5）、 「沾」は端母談部もしくは透
母談部、 占 は章母談部、 「廛」は定母元部と る。声母について 端・透・定は もに舌頭音であり、章は舌上音であり、どれも発音 位が近い。韻部 つ ては談am
と元
an は音が近い。よって三字は通假可能と見做せ










































懿氏卜妻敬仲、其妻占之曰「吉、是謂鳳皇于飛、和鳴鏘鏘、有嬀之後 將育于姜、五世其昌、並于正卿、八世之後、莫之與京。 」 （ 『左伝』荘公二十二年）齊侯戒師期、而 疾 醫曰「不及秋 將死。 」公聞之、卜曰「尚無及期」 、惠伯令龜、卜楚丘占之曰「齊侯不及期、非疾也、君亦不聞、令龜有咎。 」 （ 『左





































	 「三族」 三末 など伝世文献に見えないタームが多く出現する。
という共通する特徴を有する。　
簡４の最後には「一占□□□□□□□□□」とあり簡



























矣。『呉中卜法』亀卜の部に拠れば、その説を次のように述べる「 「拆」 （亀裂）が現れた箇所の、中心 分を「身」と言い、千里路（亀版中央の界線）に近い部分 首 外にむかって伸びる部分を「足」と言う。拆が現れた後、 「身」 「首」 「足」がそれぞれ「俯」 「仰」 「平」 「直 のいずれの状態にあるか、およびその方位の五行を確認して、それによってその吉凶を卜
うらな
うのである」と。亀策列伝に述




































まった形状である） 」と云う。おそらく「肣」 「斂」 「納」は同類の形状を意味するのではなかろうか。 『呉中卜法』との関係については『卜法詳考』巻二・亀策伝に次のようにある。
『史記』止言足
肣、而『呉中卜法』 「低」 「伏」 「管」





『史記』止言足開、而『呉中卜法』 「高」 「仰」 「發」「豁」 「飄」 「揚」 、皆開之類也。『史記』ではただ「 」と言うのみだが、 『呉中卜










卜兆仰首首仰（ ） 「高」 「大」
頫首首俛（頭） 「低」 「伏」納趾足肣
（足）
「低」 「伏」 「管」 「落」「垂」 「尖」
出趾足開
（足）
「高」 「仰」 「発」 「豁」「飄」 「揚」









と述べるが、 「食墨」に関連する記事は、 『尚書』洛誥、『周礼』春官・占人、 『礼記』玉藻に見え、経書解釈史上において、 「食墨」の「 が何を意味するのかについては論争があり、諸説紛紛としている。このこと 既に劉玉建氏の研究において指摘されていることであり
（注
15）、

















































墨蓋謂龜兆所發之大畫、如以墨畫物之界域明顯。坼則大畫之旁坼裂之細文。「墨」とは亀兆に発生する大画、つまり、まるで墨でもって線引きしたかのごとくはっきりしているものを言い、 「坼」とは かる大画から横にひびがはいって きた細文のこ である。
要するに、 「墨」とは、ひびわ が非常にはっきりしていることの例えとして付けられた名称だと考えるのである。なお孫詒譲は、これによって『尚書』洛誥の偽孔伝
（ 113 ）
の①説を誤りだと考える。 『周礼正義』春官・卜師の経文「揚火以作龜、致其墨（盛んに熱した火を用いて亀を灼き、 「墨」 出現させる） 」の箇所にて次のように云う。





17）、竪画が「墨」 （ 「兆広」 「大画」 「大枝」
「鉅紋」 ）で、横画が「坼」 （ 「兆
舋



























の実態に合っているのかについては、定説がなかった。しかしながら、 『卜書』において、 「食墨」が、 「食墨亦無它色」 「三末食墨且昧」として見え、ここでは食墨がどちらも「色」に関連し る点から、少なくとも『卜書』においては、③の胡煦説 採用 るべきだと思われる。考えるに、 食墨亦無它色」については 亀版が煤
すす
（ 114 ）









従っているが 『卜書』の出現によって、 「兆色」による卜法が決し そのようなも はなかったことが明らかになったと言えよう
（注
20）。























占色、史占墨、卜人占坼」とある。これは 亀 において「体」 「色」 「墨」 「坼」の四つをその吉凶の判断材料とすることを言うものである。筆者はか る四つの卜法が『卜書』には揃って掲載されている 考える　
すなわち、 『卜書』に記載の、 「三族」 「三末」は卜兆



































いった卜筮祭禱簡には戦国時代における亀卜と占筮の実施記録が残されている。以上の文献 幾つかは未公開ではあるが、これらを総合的に検討することができれば、中国古代の卜筮の実態を明らかにすることが可能 なるであろう。 今後の資料の公開と研究の進展に期待したい。
注
（
1） 孔穎達 『尚書正義』 およびその翻訳である 『吉川幸次郎全集』（筑摩書房、一九六八～一九八七年）巻八～一〇所収『尚書正義』を参照した。
（





3）なお、上海大学古代文明研究中心・淸華大学思想文化研究所編『上博館蔵戦国楚竹書研究』 （上海書店出版社、二〇〇二年） 「馬承源先生談上海簡」には、二二五七±六五年前という中国科学院上海原子核研究所の測定値が紹介されている これについて、湯浅邦弘編『上博楚 研究』 （汲古書院、二〇〇七年）七頁に「一九五〇年を定点とする国際基準によって換算すれば、前三〇七±六 年、すなわち前三七二年から前二四二年となり 下限は秦の将軍白起が楚都郢を占領した前二七八年に設定される可能性が高いことから、書写年代は前三七二年から前二七八年の間と推定される」とある。
（


















9） 『卜法詳考』中において、 『呉中卜法』は『玉霊秘本』とも呼ばれ「此呉中俗卜也。其書不免鄙俚、然其觀兆之法、與三兆略同。其上下俯仰首尾之象、亦與『史記』 『龜經』相似、或者先聖所傳之遺制、猶未盡失 」 （ 『卜法詳考』巻四）と説明される。 『呉中卜法』 に関連する書とし 元・陸森 玉霊聚義』（ 『図解校正玉霊聚義』 『校正玉霊聚義』 『玉霊聚義総録』 『玉霊聚義占法』とも言う）が現存している。筆者が実見したものは『四庫存目叢書』所収の北京大学図書館蔵元天暦二年（一三二九年）平江路儒学刻本（五巻 。該 の作者を「呉中茂林陸森」 と記す箇所があり、 また部分的に 卜法詳考』 引用の 呉中卜法』と内容が一致する。 『呉中卜法』は、 『玉霊聚義』の異本もしくは陸森が出版した別の書籍の可能性がある。 『千頃堂書目』には「陸森『玉靈聚義』五卷、 又 總錄』二卷 呉人、陰陽學教諭」とあり、また日本・静嘉堂文庫や中国・国家図書館には『新刊図解玉霊聚義占卜亀経』四巻が所蔵されている（筆者未見） 。 『呉中卜法』についての調査および考察については今後の課題としたい。
（
10） 『卜法詳考』巻七・亀卜（古法彙選） 。なお、 この箇 は『呉中卜法』の引用部分ではなく、胡煦が『呉中卜法』の内容を
解説している箇所である。以下、本稿では四庫全書本の『卜法詳考』を用 。
（




13） 『説文』巻九「頫」に「頫、 低頭也。从頁、 逃省 太史卜書、頫仰字如此。楊雄曰「人面頫」 。俛、頫或从人免」とあり、大徐本の注に「臣鉉等曰、頫首者、逃亡之皃 故从逃省 今俗作俯」とある。また顔師古『匡謬正俗』巻六に引く張楫『古今字話』に「 「頫」 「府」今 俯」 「俛」也」とある（劉暁東『匡謬正俗平議 山東大学出版社、 九年 一八九頁も参照）
（




16）江永『礼記訓義択言』もまた玉藻「卜人定龜、史定墨 君定體」の箇所にて、 『周礼』 よびその注釈に基づいて 墨者火灼所裂之兆、非先以墨畫而後灼也」と云い、偽孔伝①説を否定する。
（ 118 ）
（17）亀甲の繊維が縦方向に走っていること、および殷代の卜法では、 版 内側から外側 向け あらかじめ穴を掘っておき、ひびが入り易くしておくが（これを「鑽鑿」 「卜坑」などと言う） 、かかる穴の形状によって必ず竪画のほうが大きくはっきりと出現する。詳し は董作賓前掲論文および浅原達郞「殷代の甲骨による占いと卜辞」 （東アジア恠異学会編『亀卜』所収、臨川書店、二〇〇六年）を参照。
（
18）①②③以外の説もある。まず、① ②の折衷案が見られる。『礼記』玉藻「卜人定龜、史定墨、君定體」の孔穎達疏では、
「史定墨」者、凡卜必以墨畫龜、求其吉兆、若卜從墨而兆廣、謂之卜從。 『周禮』占人注云「墨、兆廣也。 」但坼是從墨、而裂其旁岐細出、謂之爲舋坼、故占人云「君占體、大夫占色 史占墨、卜人占坼。 」注云「體、兆象也。色、兆氣也。墨、兆廣也。拆、兆舋也。 」是大坼稱爲「兆廣」小坼稱爲「兆舋」也。
このように、 ①説と②説を併記する。 これはおそらく孔穎達が『尚書』洛誥の偽孔伝の記述と『周 』占人の鄭注の内容とを併記して両説の間の齟齬をごまかそうとしたのではなかろうか。これに基づいて、孫希旦『礼記集解』では、
凡卜、以火灼龜、視其裂紋、以占吉凶 其鉅紋謂之墨、其細紋旁出者謂之坼。謂之墨者 卜以墨畫龜腹 灼其從墨而裂者吉、不從墨而裂者凶、故卜吉謂之從。裂紋
不必皆從墨、以其吉者名之、故總謂之墨也。
このように単に両説を並列するだけでなく、両説を関連づけて説明を行っている。また、亀を灼いて亀裂を発生させた後、墨を塗った だと考え 説がある。次の通り。




20） 『左伝』哀公九年に 晉趙鞅卜救鄭、 遇水適火……」とあり、あるいはこれは兆色の変化を五行（ 「水」 （黒）→「火」 （赤） ）によって記したものなのかもしれない。
（
21）程少軒「小議上博九《卜書》的〝三族〟和〝三末〟 （復旦大学出土文献与古文字研究中心、二〇一三年一月一六日） 。なお、 『周易』同人象伝「君子以類族辨物」の孔穎達疏に「族聚也」とあり「族」に「聚」の意味がある。
（ 119 ）










24）宋・陳師道撰とされる（おそらく假託） 『質亀論』 （ 『夷門広牘』 『説郛』所収）には兆色 よる卜法が えるが、内容的に古いものではなかろう。
（





















	 零「卜書」 （ 「馬承源主編『上海博物館蔵戦国楚竹書（九） 』上海古籍出版社、二〇一二年）
何








	 少軒「小議上博九《卜書》的〝三族〟和〝三末〟 」 （復旦大学出土文献与古文字研究中心、二〇一三年一月一六日）
駱




















	 作賓「商代亀卜之推測」 （ 『安陽発掘報告』第一期、 一九二九年）
貝
	 塚茂樹「亀卜と筮」 （ 『東方学報（京都） 』第一五冊第四分、一九四七年）
張
	 光遠 「従実験中探索晚商甲骨材料整治与卜刻的方法 （上） 」 （ 『漢学研究』二巻一期、一九八四年）
張
	 光遠 「従実験中探索晚商甲骨材料整治与卜刻的方法 下） 」 （ 『漢
学研究』二巻二期、一九八四年）
劉






20世紀甲骨占卜研究綜述」 （ 『河南科技大学学報 （社
会科学版） 』第二四巻第一期、二〇〇六年）を参照。
【附記一】
『卜書』の釈読については、二〇一三年四月二七日に台
湾・致理技術学院にて開催された 東アジア漢学者の会第四回研究発表会」において口頭発表を行った。本稿の釈読はその際のご意見によって修正を加えたものである。ここに記して謝意を示す。
【附記二】
本稿は、二〇一三年九月一三日～一五日に韓国・円光
デジタル大学ソウルキャンパス て開催された「二〇一三日韓共同術数学シンポジ ム
︱
東
アジアにおける術数学への多角的
アプローチ」において「上海博物館蔵戦国楚竹書『卜書 について」として発表した内容を増補改訂したものである。
（ 121 ）
